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全体構想編 都市づくりの理念と基本方針 

  第１章 都市づくりの理念と基本方針 
  

 
 都市づくりの理念は、本市が将来ど

のような都市を目指していくかを示

す最も重要な部分となります。 
そこで、本プランでは、第 1 次山県

市総合計画との整合を図り、以下のよ

うに設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１－１ 都市づくりの理念  

この理念には、地方分権、少子・高

齢化、国際化、高度情報化、成熟化等

の社会情勢の変化に適切に対応して

いくとともに、豊かな自然環境や都市

近郊の利便性等の都市の特徴を最大

限に活かし、調和のとれた総合的な発

展を目指す、という考え方が込められ

ています。 
 
 

山県市の都市づくりの理念  
 
 

 
 

豊かな自然と活力ある都市が調和した 

『安らかで快適な 21 世紀の住みよいまちづくり』 

 
 
 
 
 
なお、上記の実現のためには、様々

な分野の取り組みが必要となります

が、空間的なまちづくりにおいては、

導入編 第 5 章で述べたように、「広域

的視点に立った拠点整備と地域の均

衡ある発展」、「地域産業の振興と交流

の豊かな都市づくり」及び「自然と共

生した住みよい居住環境づくり」を進

めることが重要です。 
 

 

- 25 -



全体構想編 都市づくりの理念と基本方針 
 

 
 
 都市づくりの理念を具体的かつわか

りやすく施策に展開するため、下図の

ように、都市づくりの課題に対応した

3 つの基本方針を掲げます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
１－２ 都市づくりの基本方針  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

≪基本方針１≫ 
総合力・求心力の高い多機能拠点都市の創造 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●市民生活を 
支える都市 
機能の充実 

●一体性を高め

る総合交通体

系の整備 

●計画的・総

合的な市街

地整備 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

●活 力 と魅 力 の

あ ふ れ る 産 業

環境の整備 

●水 と緑 の豊

か な自 然 の

保全・再生 

●安全で福祉の 
充実した住環 
境の整備 

●個 性 が輝 く

観 光 ･ 交 流

環境の整備 

● 市 民 が 参 画

し、協働するま

ちづくり 

●アメニティのあ

る住 環 境 の整

備 

 
 
 

 

≪基本方針２≫ 
足腰が強く活力のある産業・交流都市の創造

≪基本方針３≫ 
自然と共存共栄した快適居住都市の創造 
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≪基本方針１≫

総合力・求心力の高い多機能拠点都市の創造

岐阜圏域の一員として求められる

役割等を考慮しつつ、各種都市機能の

充実、市街地の整備、利便な道路・交

通ネットワークの構築を図り、総合力

と求心力を備え、岐阜圏域の発展を支

える拠点都市の実現を目指します。 
 
 
１．市民生活を支える都市機能の充実 

岐阜圏域における本市の役割及び

市独自の発展を考える中で必要とな

る行政、産業、文化、教育、福祉等の

都市機能は、既存集積や今後の都市基

盤整備の動向、各地域の役割分担等を

総合的に勘案しながら、適切に集約、

配置していきます。 

特に、東海環状自動車道インターチ

ェンジの建設が予定されているため、

その効果を活かした都市機能を配置

し、市全体への波及効果の高い「新た

な山県の顔」の実現を目指します。 
 
 
 

道路・交通網は、市民の暮らしや産

業、交流に大きな役割を果たすまちづ

くりの軸といえます。 
このため、新たな交通の軸として東

海環状自動車道の整備を促進するとと

もに、国県道等の都市及び市街地の骨

格を成す道路の整備を進め、利便性の

高い道路ネットワークを形成します。 
また、このような道路体系の変化や

地域の高齢化等に対応したバス交通網

の構築に努めます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
３．計画的・総合的な市街地整備 

市南部に位置する市街地は、交通の

利便性が高く、都市全体を対象とした

公共施設や商業施設等が集積してい

ることもあり、市の中心的な役割を果

たしています。 
このため、今後も、市民の暮らしや

都市の発展を支える拠点としてふさ

わしい環境が維持・形成されるよう、

先行的・計画的な都市基盤整備を進め

るとともに、居住、商業、産業等の機

能が共存できる、きめ細やかな土地利

用の誘導を図ります。 
なお、これらの際には、山県市らし

さとの調和にも留意し、多くの人がそ

の機能性の高さとともに、やすらぎや

文化の豊かさを実感できる空間づく

りに努めます。 

２．一体性を高める総合交通体系の整備
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 恵まれた地理的・自然的条件を活か

しながら、市内外の多くの人が魅力を

感じる産業・交流の豊かな都市づくり

を進めます。また、市民が連帯感と主

体性を持ってまちづくりに取り組む

協働の都市の実現を目指します。 
 
 
 

都市の発展には、活力づくりが必要

であり、本市においては足腰の強い産

業の実現が重要な課題です。 
このため、旧来より本市の経済を支

えてきた農林業やバルブ加工等の地

場産業の振興とともに、産業構造の変

化にも対応した柔軟な産業展開とそ

のための産業基盤の整備を進めます。 
特に、本市は、岐阜市への近接性に

加え、将来的には東海環状自動車道イ

ンターチェンジの建設が予定される

産業適地であり、その特性も充分に活

かしながら、幅広い世代が魅力を感じ

る産業環境づくりに努めます。 
 
 
２．個性が輝く観光・交流環境の整備 

本格的な人口減少時代への突入が予

想される中では、定住人口の増加のみ

による都市の活性化は実現性に乏しい

ものといえ、交流人口を拡大すること

の重要性が増しています。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
このため、都市近郊の利便性に加え

て、手つかずの美しい大自然、深い歴

史を物語る史跡・名勝等の恵まれた地

域資源を積極的に活かし、また、有機

的に連携させながら、観光・交流のた

めの条件整備を進め、誰もが訪れたく

なる都市の実現を目指します。 
 
 
３．市民が参画し、協働するまちづくり 

本プランを推進し、本市が目指す将

来像を実現するためには、まちづくり

に対する市民の理解と協力が必要不

可欠です。特に、地域や地区レベルの

まちづくりにおいては、市民が主体と

なって取り組んでいくことが求めら

れます。 
このため、市民のまちづくり意識の

高揚を図るとともに、地域が連帯感を

持って自ら取り組んでいけるよう、コ

ミュニティ活動の拠点づくりや、機運

に応じた支援制度づくり等、参画・協

働のための条件整備を進めます。 
 

１．活力と魅力のあふれる産業環境の整備

≪基本方針２≫ 
足腰が強く活力のある産業・交流都市の創造
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本市は、動植物の生息の場（自然）

と人々の暮らしの場（都市）の接点と

いえます。このため、自然・生態系の

保全と生活環境の整備とが調和した

まちづくりを推進し、誰もが自然の息

吹を感じながら快適・安全に暮らせる

都市の実現を目指します。 
 
 
１．水と緑の豊かな自然の保全・再生 
 豊かな自然は、言うまでもなく本市

の魅力の骨格であり、市民の生活や産

業を支える重要な資源でもあります。 
このため、本プランの土地利用計画

等に基づく整備以外の無秩序な開発

を抑制し、また、開発を行う場合にお

いても、多自然型工法の活用等により

環境負荷の低減を図り、健全な姿で後

世へと引き継いでいきます。 
また、生活様式の変化等、様々な要

因により失われ、あるいは問題を有し

ている自然環境についても、市民との

協働により再生に努め、自然との共存

共栄を目指します。 
 
 
 

子育てしやすく、様々な世代が日常

の暮らしに便利さ・豊かさを感じるこ

とができるよう、これまでに蓄積され

た都市施設を活用しながら、道路、公

園、下水道、公共公益施設等の整備・

充実に努めます。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
また、環境保全に対する人々の関心

の高まりや、暮らしに対する価値観の

変化等を考慮し、身近な自然を積極的

に取り込んだ憩いの場の確保、山並

み・田園と調和した景観づくり等、質

の高い居住環境づくりに努めます。 
 
 
 

本市は、多くの集落が自然と近接し

自然災害への懸念が持たれています。 
このため、誰もが安心して、安全に

暮らせるよう、自然環境・景観の保全

にも留意しながら、治水・治山・砂防

事業や、災害に強い道路網の整備等を

進めるほか、ハザードマップによる危

険箇所の把握・周知や自主防災組織の

活性化等、ソフト面を含めた総合的な

防災対策を進めます。 
また、著しく進む高齢化の進行に配

慮し、住宅や道路等の施設のバリアフ

リー化や、高齢者が利用しやすい身近

な生活拠点づくり等、福祉の充実した

生活環境の整備に努めます。 

２．アメニティのある住環境の整備

≪基本方針３≫ 
自然と共存共栄した快適居住都市の創造 

３．安全で福祉の充実した住環境の整備
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 都市づくりの理念のひとつとして、

指標からみた将来像（人口、産業）を

設定します。 
 
 
 
 

本市の人口は、昭和 45 年以降、大

きな増加を示してきました。しかし、

平成に入ってからは、山間地での人口

流出や少子化の進行等の要因もあっ

て増加傾向が鈍化し、平成 7 年から

12 年にかけては減少に転じています。 
また、全国的にも少子・高齢化が進

んでおり、間もなく本格的な人口減少

時代に突入することが予測されてい

ます。 
このような動向を考慮すると、今後、

本市では、大きな人口増加は期待でき

ず、減少の傾向が強まることが予想さ

れますが、山県市第 1 次総合計画にお

いては、市の人口要件の維持を目指す

としています。 
このため、本プランでは、東海環状

自動車道の整備効果を活かした都市

機能の充実や、「自然」と「都市」が

接する良好な居住条件の伸長を図る

こと等により、『約 3 万人の人口規模

を維持』することを目標とします。 
 

 
 
 
 
 

 １－３ 指標からみた山県市の将来像 
 
 
 
 
 
 
 将来の人口指標 将来の産業指標 
≪将来の製造品出荷額≫ 

本市では、東海環状自動車道の整備

や産業団地の整備等、産業基盤の充実

を図るとともに、これに併せた企業誘

致を進めていく方針であり、これらに

よって、製造品出荷額も増加していく

ことが予想されます。 
 こうしたことを踏まえ、概ね 20 年

後の製造品出荷額を「約 70,000 百万

円」と想定します。 
 
 
≪将来の商品販売額≫ 
 近年、市内では、郊外型店舗の立地

が進んでおり、これに伴って商品販売

額も増加の傾向を示しています。将来

的にも、幹線道路の整備と併せて、沿

道への商業施設誘導等を進める方針

であり、これによって、商品販売額も

増加していくことが予想されます。 
こうしたことを踏まえ、概ね 20 年

後の商品販売額を「約 33,200 百万円」

（小売業約 29,300 百万円、卸売業約

3,900 百万円）と想定します。 
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